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平
成
十
七
年
度
に
体
験
交
流

セ
ン
タ
ー
の
施
設
建
設
に
着
工

し
、
平
成
十
八
年
の
七
月
の
工

事
完
成
を
目
指
し
建
設
を
急

ピ
ッ
チ
で
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
都
市
住
民
が

非
日
常
を
体
験
で
き
、
癒
し
の

場
と
し
て
活
用
で
き
る
施
設
で

あ
り
、
近
年
注
目
を
浴
び
て
い

る
事
業
で
す
。

　

今
後
は
「
体
験
交
流
セ
ン

タ
ー
」
を
核
と
し
て
都
市
住
民

と
共
有
し
な
が
ら
地
域
活
性
化

を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
十
七
年
度
か
ら

構
想
を
練
っ
て
き
ま
し
た
「
宇

検
村
ま
る
ご
と
オ
ー
ナ
制
度
」

の
創
設
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
制
度
は
、
宇
検
村
民

が
真
心
を
込
め
て
育
て
た
果
樹

等
を
味
わ
い
な
が
ら
、
山
・

川
・
土
・
海
な
ど
の
大
自
然
や

伝
統
芸
能
・
文
化
・
風
土
な
ど

宇
検
村
民
の
豊
か
な
人
情
に
触

れ
て
頂
き
、
都
市
住
民
が
生
ま

れ
故
郷
と
は
ま
た
違
っ
た
趣
の
、

第
二
の
ふ
る
さ
と
を
創
る
事
業

で
す
。
平
成
十
八
年
度
の
早
期

に
全
国
展
開
で
オ
ー
ナ
ー
の
募

集
開
始
が
で
き
る
よ
う
作
業
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

次
に
昨
年
度
か
ら
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
、
東
北
福
祉
大
学

通
信
教
育
学
部
に
お
い
て
は
、

平
成
十
八
年
度
か
ら
、
通
信
教

育
部
の
科
目
修
了
試
験
を
年
六

回
宇
検
村
で
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
今
後
も
東
北
福

祉
大
学
と
連
携
を
強
化
し
な
が

ら
活
力
あ
る
村
づ
く
り
に
邁
進

し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
新
た
に
「
宇

検
村
定
住
促
進
条
例
」
を
新
設

し
て
、
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
受
け
入

れ
体
制
の
充
実
と
少
子
化
対
策

と
し
て
の
、
子
育
て
助
成
金
及

び
就
学
助
成
金
を
創
立
し
て
、

未
来
の
宇
検
村
を
担
う
子
ど
も

達
の
健
や
か
な
成
長
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

　

体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
や
オ
ー

ナ
ー
制
度
及
び
東
北
福
祉
大
学

関
連
事
業
及
び
定
住
促
進
条
例

を
連
動
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

中
長
期
滞
在
者
又
は
定
住
人
口

の
掘
り
起
こ
し
を
図
り
、
都
市

住
民
と
一
体
と
な
っ
た
新
た
な

宇
検
村
づ
く
り
に
村
民
と
と
も

に
歩
ん
で
い
く
所
存
で
あ
り
ま

す
。
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単
独
事
業
で
体
験
交
流
施
設

と
連
動
し
て
干
拓
八
号
線
の
改

良
舗
装
を
施
工
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
村
民
・

議
会
の
永
年
の
要
望
事
項
で
あ

り
ま
し
た
主
要
地
方
道
、
湯
湾

新
村
線
・
赤
土
山
バ
イ
パ
ス

（
大
畑
工
区
）
が
新
規
に
着
工

さ
れ
ま
す
。

　

村
単
独
事
業
で
屋
鈍
地
区
の

防
砂
堤
を
整
備
し
て
漁
港
施
設

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

久
志
地
区
の
漁
港
区
域
指
定
、

新
規
事
業
要
望
を
継
続
し
て
要

望
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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本
村
に
お
い
て
は
、
農
業
農

村
の
振
興
を
重
点
施
策
と
し
て

位
置
付
け
、
農
地
整
備
事
業
な

ど
の
各
種
事
業
を
導
入
し
、
農

業
生
産
基
盤
と
集
落
環
境
の
整

備
を
図
り
住
み
よ
い
農
業
農
村

の
確
立
に
向
け
て
推
進
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

奄
美
大
島
南
部
地
域
農
業
振

興
支
援
事
業
で
地
区
の
生
産
組

合
へ
の
支
援
や
営
農
指
導
の
た

め
の
、
奄
美
農
業
創
出
支
援
事

業
等
を
活
用
し
て
営
農
指
導
を

徹
底
し
て
取
り
組
み
、
タ
ン
カ

ン
、
ポ
ン
カ
ン
、
パ
ッ
シ
ョ
ン

フ
ル
ー
ツ
の
栽
培
技
術
や
品
質

の
向
上
と
生
産
量
の
安
定
的
な

確
保
並
び
に
路
地
栽
培
の
カ
ボ

チ
ャ
等
の
面
積
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

サ
ト
ウ
キ
ビ
産
地
化
推
進
事

業
を
実
施
し
て
品
質
の
高
い
、

サ
ト
ウ
キ
ビ
栽
培
を
奨
励
し
面

積
拡
大
を
図
り
黒
糖
工
場
が
安

定
的
に
操
業
で
き
る
技
術
の
研

鑽
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
特
定
農
山
村
地
域
活

性
化
推
進
事
業
を
導
入
し
て
販

路
拡
大
に
努
め
ま
す
。　

　

畜
産
振
興
に
お
い
て
は
、
大

都
地
区
に
も
各
種
事
業
を
導
入

し
て
、
畜
産
団
地
の
形
成
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今

後
と
も
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
畜

産
団
地
の
育
成
に
努
め
安
定
供

給
が
確
保
出
来
る
よ
う
活
用
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

経
営
安
定
の
た
め
、
引
き
続

き
肉
用
牛
導
入
基
金
等
の
活
用

に
よ
り
繁
殖
牛
の
増
産
に
努
め

ま
す
。

　

村
内
農
家
の
安
定
的
な
経
営
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の
た
め
に
、
家
畜
排
泄
物
の
効

果
的
な
活
用
と
し
て
、
有
機
堆

肥
生
産
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
、

良
質
な
堆
肥
生
産
を
行
い
ま
す
。

　

本
年
度
よ
り
新
規
事
業
を
導

入
し
て
お
り
ま
す
、
中
山
間
地

域
総
合
整
備
事
業
や
海
岸
保
全

施
設
整
備
事
業
を
実
施
し
て
、

今
年
度
は
、
実
施
設
計
等
を
行

い
ま
す
。

　

次
に
集
落
排
水
事
業
に
つ
い

て
は
、
供
用
開
始
か
ら
九
年
目

を
迎
え
、
処
理
施
設
内
の
機
械

器
具
の
故
障
も
多
く
、
維
持
管

理
費
の
軽
減
を
図
る
た
め
に
本

年
度
よ
り
農
業
集
落
排
水
資
源

循
環
統
合
補
助
事
業
を
導
入
し

実
施
設
計
及
び
管
路
工
事
を
行

い
ま
す
。
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本
村
で
は
チ
ッ
プ
工
場
跡
地

を
利
用
し
て
林
業
振
興
の
立
場

か
ら
、
奄
美
大
島
森
林
組
合
が
、

付
加
価
値
の
高
い
製
品
開
発
に

取
り
組
ん
で
お
る
所
で
す
が
、

低
迷
の
続
く
社
会
経
済
状
況
に

は
追
い
つ
け
ず
県
の
木
材
対
策

に
そ
っ
た
新
た
な
方
向
展
開
へ

の
取
り
組
み
が
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
。
大
島
支
庁
が
導
入
し
て

お
り
ま
す
「
奄
美
木
工
の
里
づ

く
り
」
事
業
と
連
携
を
と
り
な

が
ら
地
場
産
材
の
活
用
に
努
力

し
、
土
木
公
園
資
材
、
木
製
家

具
、
建
具
、
建
築
用
材
と
し
て

も
需
要
の
拡
大
を
図
る
た
め
に
、

官
民
一
体
と
な
っ
て
Ｐ
Ｒ
活
動

を
展
開
し
て
課
題
解
決
に
努
め

た
い
と
思
い
ま
す
。
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本
村
で
は
、
地
元
漁
業
経
営

は
依
然
と
し
て
資
本
力
が
弱
体

で
、
高
齢
化
、
零
細
漁
民
が
多

く
益
々
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る

状
況
で
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
に
、

浮
魚
礁
や
優
良
稚
魚
放
流
事
業

等
で
漁
場
を
有
効
活
用
し
て
い

た
だ
き
、
昨
年
度
よ
り
新
規
事

業
で
あ
る
離
島
漁
業
再
生
支
援

事
業
を
導
入
し
て
お
り
、
こ
の

事
業
を
活
用
し
漁
業
技
術
の
向

上
を
図
り
、
漁
家
所
得
の
向
上

と
安
定
を
図
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
漁
業
振
興
策
と
し
て
は

一
本
釣
り
を
積
極
的
に
推
進
す

る
た
め
に
漁
家
所
得
向
上
対
策

と
し
て
、
一
本
釣
り
漁
業
の
振

興
の
推
進
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
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ま
ず
、
観
光
の
開
発
に
つ
い

て
は
、
湯
湾
岳
公
園
を
始
め
、

峰
田
山
園
地
整
備
事
業
を
実
施

し
ま
し
た
。
な
お
、
峰
田
山
公

園
事
業
の
関
連
と
し
て
本
年
度

は
観
光
看
板
の
設
置
事
業
を
行

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
十
九
年
度
に
中

山
間
事
業
に
よ
り
、（
仮
）
シ

マ
時
間
体
験
セ
ン
タ
ー
を
建
設

し
、
こ
の
施
設
を
拠
点
に
都
会

の
方
々
に
自
然
や
農
作
業
体
験

を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
宇
検
村

の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
中
長
期
滞
在

型
に
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
な

施
策
を
講
じ
て
い
き
、
引
い
て

は
Ｉ
タ
ー
ン
者
や
、
Ｕ
タ
ー
ン

者
が
一
世
帯
で
も
多
く
増
え
て

い
け
ば
過
疎
高
齢
化
の
解
消
に

つ
な
が
っ
て
く
れ
る
も
の
と
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
商
工
業
対
策
に
つ
き
ま

し
て
は
、
商
工
会
と
連
携
し
て

経
営
の
体
質
改
善
や
、
経
営
の

合
理
化
、
近
代
化
を
促
進
し
、

流
通
ル
ー
ト
を
確
立
し
、
経
営

基
盤
の
強
化
を
図
る
必
要
が
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
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介
護
保
険
制
度
の
改
正
が
さ

れ
る
中
で
、
本
村
に
お
い
て
も

第
三
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の

策
定
実
施
し
、
介
護
保
険
制
度

の
円
滑
な
実
施
を
い
た
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
、

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
よ
う
、
村
直
営
の
介
護
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
を
い

た
し
、
更
な
る
努
力
を
傾
注
し

て
参
り
ま
す
。

　

予
防
サ
ー
ビ
ス
対
策
は
、
高

齢
者
の
い
き
が
い
と
健
康
づ
く

り
を
目
的
に
「
生
き
生
き
サ
ロ

ン
」
及
び
「
生
き
が
い
対
応

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
を
単
独

事
業
と
し
て
継
続
実
施
し
て
参

り
ま
す
。

　

村
民
の
健
康
づ
く
り
で
あ
る

保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
各
種

検
診
を
実
施
し
、
疾
病
予
防
・

早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
今
後

も
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

私
が
常
日
頃
、
申
し
上
げ
て

お
り
ま
す
こ
と
は
、
村
民
が
健

康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ

く
り
で
あ
り
、
し
い
て
は
保
険

給
付
等
の
抑
制
に
つ
な
が
り
、

村
の
長
期
振
興
計
画
の
基
本
構

想
に
掲
げ
て
ご
ざ
い
ま
す
。

①
健
康
で
元
気
な
生
活
を
支
え

る
保
健
・
医
療
の
充
実

②
自
立
を
支
え
る
人
に
優
し
い

福
祉
社
会
の
充
実
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③
生
き
が
い
を
持
っ
て
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
高
齢
者
福
祉
の
充

実
な
ど
の
構
想
を
推
進
し
て
参

り
ま
す
。

　

尚
、
高
齢
者
生
き
が
い
対
策

事
業
の
一
環
と
し
て
、
結
婚
五

十
年
目
を
記
念
し
て
ご
夫
婦
を

対
象
と
し
た
村
合
同
金
婚
式
を

開
催
致
し
ま
す
。

　

母
子
保
健
事
業
で
は
、
妊
婦

や
乳
幼
児
の
各
種
検
診
・
育
児

相
談
事
業
等
を
実
施
す
る
と
伴

に
、
訪
問
指
導
・
相
談
・
教
育

等
の
推
進
を
い
た
し
ま
す
。

　

少
子
化
対
策
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
乳
幼
児
の
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
購
入
補
助
は
引
き

続
き
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
た
ま
く
が
ね
条
例
に

基
づ
き
出
産
祝
い
金
及
び
入
学

祝
い
金
は
、
本
年
度
よ
り
内
容

等
の
変
更
を
い
た
し
、
真
に
定

住
に
ふ
さ
わ
し
く
永
続
き
す
る

よ
う
に
定
住
促
進
条
例
に
組
み

替
え
い
た
し
、
引
き
続
き
実
施

し
て
参
り
ま
す
。

　

村
保
育
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、

保
育
所
の
統
廃
合
に
つ
い
て
、

今
後
検
討
し
て
結
論
を
見
出
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
環
境
衛
生
に
つ
き
ま

し
て
は
、
地
球
温
暖
が
進
む
中

で
、
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
や

緑
化
促
進
な
ど
に
努
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

次
に
、
簡
易
水
道
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
現
在
、
各
地
区
に

水
道
施
設
が
あ
り
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
施
設
の
老
朽
化
や

水
不
足
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
、

こ
の
様
な
状
況
を
解
消
す
る
こ

と
や
施
設
管
理
を
合
理
化
す
る

た
め
に
、
昨
年
度
、
変
更
認
可

申
請
業
務
委
託
契
約
を
締
結
し

た
所
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
事
業
実
施
に
向

け
て
現
在
手
続
き
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
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平
成
十
六
年
度
か
ら
名
柄
、

屋
鈍
間
の
県
道
改
良
工
事
に
伴

う
地
区
を
優
先
的
に
実
施
し
て

お
り
、
平
成
十
八
年
度
も
引
き

続
き
佐
念
集
落
の
一
部
を
実
施

し
な
が
ら
、
屋
鈍
、
阿
室
集
落

を
併
せ
て
〇
・
五
二
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
実
施
す
る
予
定
で

ご
ざ
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
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基
礎
学
力
の
定
着
は
、
い
つ

の
時
代
で
あ
っ
て
も
永
遠
の
課

題
で
あ
り
、
教
師
の
最
も
中
心

と
な
る
職
務
で
あ
り
ま
す
。
教

師
と
し
て
の
質
の
高
い
研
修
と

情
熱
を
望
ん
で
や
ま
な
い
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

学
力
を
定
着
さ
せ
る
た
め
に

は
、
家
庭
の
協
力
が
不
可
欠
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
や
家
庭
教
育
学
級
等
で
、

大
い
に
話
題
に
し
て
、
色
々
な

阻
害
要
因
を
一
つ
一
つ
取
り
除

き
、
子
供
に
と
っ
て
、
最
も
良

好
な
条
件
整
備
を
図
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

人
の
子
も
わ
が
子
同
様
、
地

域
ぐ
る
み
で
健
全
な
青
少
年
の

育
成
に
、
関
係
団
体
・
機
関
の

協
力
を
得
て
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

子
供
の
筋
力
や
骨
格
の
発
達

に
合
わ
せ
た
、
適
時
の
運
動
内

容
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
取
り
入

れ
鍛
錬
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

子
供
た
ち
は
、
苦
し
み
を
克
服

し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
体

得
し
て
い
く
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
心
身
の
発
達
に
そ

ぐ
わ
な
い
無
理
な
鍛
錬
を
強
要

し
た
り
、
長
時
間
の
活
動
に

な
っ
た
り
と
、
学
習
と
の
両
立

を
阻
害
し
、
生
活
習
慣
の
乱
れ

が
生
じ
る
活
動
で
あ
っ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
文
武
両
道
・
文
武

両
立
の
方
針
が
肝
要
で
あ
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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本
村
の
学
校
に
勤
務
し
て
い

る
教
職
員
は
、
学
校
で
の
勤
務

態
度
は
良
好
で
、
子
供
の
学
力

向
上
と
教
育
活
動
に
専
念
す
る

傍
ら
、
地
域
に
溶
け
込
み
、
集

落
の
諸
行
事
に
も
協
力
的
で
あ

る
と
信
じ
て
お
り
ま
す

　

各
学
校
、
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
、
子
供
を
輝
か
せ
、
学

校
の
名
誉
の
た
め
に
堂
々
と
努

力
し
て
い
る
最
中
、
一
人
の
不

心
得
者
が
、
不
祥
事
に
よ
っ
て

逮
捕
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
発

生
し
、
誠
に
、
残
念
至
極
で
あ

り
ま
す
。
村
民
は
勿
論
、
県
民

の
信
頼
を
裏
切
り
、
宇
検
村
の

名
誉
を
傷
つ
け
た
罪
は
、
重
大

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
事
件
に
対

し
て
は
、
厳
正
な
措
置
が
な
さ

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
事
件
の
重
大
さ
を
深
く
受
け

止
め
、
教
育
委
員
会
と
学
校
現

場
に
お
い
て
、
指
導
態
勢
を
立

て
直
さ
せ
、
抜
本
的
な
対
策
を

講
じ
て
参
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
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本
年
度
は
、
第
十
一
回
大
島

地
区
生
涯
学
習
推
進
大
会
並
び

に
、
第
十
四
回
大
島
地
区
広
域

文
化
祭
が
、
宇
検
村
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

期
日
は
、
平
成
十
八
年
十
一

月
二
十
六
日
（
日
）
で
、
大
会



�

テ
ー
マ
は
「
ふ
る
さ
と
の
よ
さ

に
根
ざ
し
た
地
域
社
会
の
活
性

化
」
で
あ
り
ま
す
。
参
加
要
請

計
画
で
は
、
参
加
人
数
を
全
体

で
五
百
名
、
宇
検
村
は
百
五
十

五
名
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

小
さ
な
宇
検
村
が
受
け
入
れ
と

な
る
こ
と
か
ら
、「
一
日
開

催
」
と
し
、
当
日
の
日
程
や
運

営
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
綿

密
な
運
行
計
画
を
立
案
実
行
し
、

「
宇
検
村
に
ま
た
来
た
い
と
」

言
わ
る
接
遇
で
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
ま
た
、「
第
十

八
回
ふ
る
さ
と
を
興
す
大
島
地

区
保
健
・
福
祉
学
習
大
会
」
が

鹿
児
島
県
結
核
成
人
予
防
婦
人

会
・
大
島
地
区
結
核
成
人
予
防

婦
人
会
の
主
催
で
、「
宇
検

村
」
が
担
当
会
場
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
主
催
者
側
と
地
域
女

性
団
体
連
絡
協
議
会
及
び
担
当

課
の
連
携
を
図
り
、
そ
の
趣
旨

に
そ
っ
て
成
果
が
期
待
で
き
る

よ
う
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
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島
口
の
保
存
・
伝
承

　

平
成
十
七
年
度
か
ら
「
島

口
」
の
ビ
デ
オ
収
録
の
事
業
を

展
開
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度

も
長
老
の
方
々
の
映
像
と
言
語

音
声
の
「
ビ
デ
オ
収
録
」
に
取

り
組
み
、
島
口
の
単
語
集
の
作

成
、
方
言
の
敬
語
の
表
現
や
、

各
集
落
の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
特
徴
等
を
集
大
成
し
て
い
け

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

�　
「
や
け
う
ち
唄
あ
し
び
」

大
会
の
開
催

　

「
第
一
回
や
け
う
ち
唄
あ
し

び
」
を
、
平
成
十
四
年
度
に
実

施
い
し
ま
し
た
が
、
村
民
の
関

心
が
高
く
、
大
好
評
で
あ
り
、

文
化
協
会
で
運
営
を
検
討
し
、

充
実
し
た
大
会
に
な
る
よ
う
に

立
案
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

�　

村
史
編
纂

　

宇
検
村
史
の
編
纂
に
つ
い
て

は
、
大
正
六
年
、「
宇
検
村
政
」

が
施
行
さ
れ
、
平
成
十
九
年
度

で
九
十
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す

が
、
そ
の
節
目
の
年
に
合
わ
せ

て
、
先
ず
は
、
宇
検
村
内
の

「
集
落
史
」
を
完
成
さ
せ
る
計

画
で
編
集
事
業
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。
そ
の
後
、
集
落
史

を
基
に
集
大
成
を
図
り
、
念
願

の
「
宇
検
村
史
」
の
完
成
を
見

る
運
び
で
鋭
意
推
進
し
て
参
り

ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
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本
村
の
育
英
財
団
の
事
業
は
、

こ
れ
ま
で
、
本
村
の
子
弟
の
教

育
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
参
り

ま
し
た
が
、
今
後
は
事
業
内
容

を
十
分
検
討
し
、
最
も
有
効
な

活
用
を
講
じ
て
い
く
考
え
で
あ

り
ま
す
。

�
�
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�
�
�
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地
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
換

大
会
の
「
柔
道
競
技
」
が
、「
宇

検
会
場
」
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
ど
も
た
ち
の
活
躍
が
大
い
に

期
待
さ
れ
ま
す
の
で
、
村
民
の

熱
い
声
援
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
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今
年
度
に
宇
検
村
防
災
会
議

を
開
き
、
村
内
の
危
険
箇
所
の

点
検
や
地
域
に
あ
っ
た
地
域
防

災
計
画
の
見
直
し
等
を
行
い
村

民
誰
で
も
が
安
心
と
安
全
の
宇

検
村
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
各
集
落
ご
と
に

避
難
場
所
、
避
難
経
路
等
を
図

示
し
た
防
災
マ
ッ
プ
図
を
村
内

各
家
庭
に
配
布
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
今
後
は
、
各
消
防
団
或

い
は
、
集
落
の
自
主
防
災
組
織

の
協
力
を
得
な
が
ら
住
民
へ
の

訓
練
を
実
施
し
、
集
落
民
が
迅

速
に
行
動
出
来
る
よ
う
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

　

中
核
医
療
機
関
か
ら
離
れ
た
、

本
村
に
お
き
ま
し
て
は
、
現
在
、

宇
検
消
防
分
駐
所
に
二
名
の
救

急
救
命
士
が
勤
務
し
て
お
り
ま

す
、
今
年
度
は
救
急
救
命
士
が

救
急
車
の
中
で
措
置
で
き
る
よ

う
な
、
最
新
型
の
救
急
車
を
購

入
し
配
備
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
、
七
月
一

日
に
第
三
十
七
回
大
島
支
部
消

防
操
法
大
会
が
宇
検
村
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
郡
内
か
ら
消
防
関

係
の
皆
さ
ん
が
約
二
百
名
来
村

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
受
け
入
れ
を
万
全
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
度
の
当
初
に
あ

た
り
、
問
題
が
山
積
す
る
中
で
、

厳
し
い
行
財
政
運
営
を
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
町
村
合
併
に
は
昨
年
、
単
独

の
道
を
歩
む
こ
と
を
選
択
し
、

こ
れ
か
ら
の
行
財
政
運
営
は
、

今
年
度
を
改
革
元
年
と
位
置
づ

け
、
更
な
る
行
財
政
改
革
を
積

極
的
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
ま
す
。
又
、
小
さ
く

て
も
輝
く
宇
検
村
づ
く
り
の
た

め
、
企
業
等
の
誘
致
を
進
め
、

雇
用
拡
大
や
自
主
財
源
の
確
保

に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
大
変
厳
し
い
、

こ
の
時
期
に
村
民
と
力
を
合
わ

せ
て
、
宇
検
村
が
将
来
に
誇
れ

る
村
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
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　高齢者の生活を総合的に支えていくための拠点として，地域包括
支援センターが設置されました。　
　ケアマネジャー，保健師等が中心となって専門知識を活かし，介
護予防ケアマネジメントをはじめ総合的な相談や権利擁護などさま
ざまな支援を行います。
　高齢者の皆さんが住み慣れた地域で生活を続けていけるよう，地
域包括支援センターをご利用下さい。
　地地域包括支援センターに従事する職員は，次のとおりです。

所　　　　　　　長　　　渡　明仁（保健福祉課長兼務）
係　　　　　　　長　　　亀石広美（社会福祉主事）
保　　　健　　　師　　　古島敦子　
看　　　護　　　師　　　徳田千春
ケアマネージャー　　　三谷君江
���������	
����������������������

���������	
��

����������

　社会を明るくする運動は，すべての国民が，犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更正につ
いて理解を深め，それぞれの立場において力を合わせ，犯罪や非行のない明るい社会を築こうと
する全国的な運動です。

鹿児島県保護観察所
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�

　宇検村ではこの夏，小学生の一部を対象とした体験学習を行います。これは

本村の恵まれた自然の中で，普段都会に住む子供達がなかなか味わえない体験

をしたり，宇検村の子供達，そして全国から集まる見知らぬ仲間達との生活を

とおして，規律や仲間と助け合う事の楽しさ，大切さを学び，互いに友情を深

めることを第一の目標としたイベントです。

　主な活動内容は��������	���
���
���������

��です。宇検村を満喫したい元気なちびっ子のみなさん！ご応募をお待ちし

ています！！

�����　　��������������������������
� � � �　　①　小学３年生～小学６年生

　　　　　　　②　ルールを守り，仲間を大切にする青少年

�����　　５０名（先着順受付となります）

�������������	
��
��

　　参加を希望される方は，センターまでお問い合わせ下さい。参加申込書を

完全記載し，保険証のコピーを添えて本会までお送り下さい。又，宇検村役

場ホームページ（ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｕｋｅｎ.ｎｅｔ/）からも申込書をダウンロード出

来ますのでご利用下さい。

　※詳しくは，下記までお問い合わせ下さい。

���������	
���

宇検村シマ時間体験センター

〒８９４－３３０１

鹿児島県大島郡宇検村湯湾９－１

Ｔｅｌ：０９９７－６７－２９０９

Ｆａｘ：０９９７－６７－２９０９

ホームページ：ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｕｋｅｎ.ｎｅｔ/

※お問い合わせは

　月～金（８：３０～１７：００）

　担当：植田，林，元山
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　この欄は，みなさんのページです。
　村政への意見や提言，要望，詩，俳句その
他なんでも結構です。およせください。
 元気の出る課広報係

　

去
る
５
月　

日
〜　

日
、
昭
和　

２５

２６

１６

年
巳
年
生
ま
れ
の
同
窓
会
を
鹿
児
島

に
て
開
催
し
ま
し
た
。
５
年
前
に
島

で
還
暦
の
同
窓
会
を
開
催
し
た
の
で
、

暫
く
は
こ
の
同
窓
会
を
開
催
す
る
機

会
が
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

皆
子
育
て
や
仕
事
も
一
段
落
し
て
い

る
こ
と
と
、
同
窓
生
を
懐
か
し
く
思

う
気
持
ち
で
、
今
回
の
こ
の
会
を
開

催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
参
加

者
は
東
京
、
大
阪
、
島
か
ら
と
鹿
児

島
の
幹
事
２
名
を
含
め
て　

名
集
ま

２４

り
、
今
ま
で
の
子
育
て
や
、
仕
事
の

苦
労
を
温
泉
で
癒
し
た
り
、
カ
ラ
オ

ケ
等
で
気
分
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た

り
し
と
と
て
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。
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試　験　日受付期間資　　　格募　集　項　目
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９月２３・２４日９月５日～９月７日
高卒（見込含）２１才未満の者・
推薦については高等学校長の
推薦等が別途必要です。

推　薦
防衛大学校学生

１次１１月１１・１２日
２次１２月１２～１５日９月８日～９月２９日高卒（見込含）２１才未満の者一　般

１次１１月４・５日
２次１２月６～８日９月８日～９月２９日高卒（見込含）２１才未満の者防 衛 医 科 大 学 校 学 生

１次９月２３日
２次１０月１４～１９日
３次１１月１２日～１２月８日

８月１日～９月８日
 ※１高卒（見込含）２１才未満の者航　 空　 学　 生

１次１０月１５日
２次１１月１８・１９日９月８日～９月２９日高卒（見込含）２４才未満の者看 護 学 生

１次９月１６日
２次１０月７・１３日

８月１日～９月８日
 ※１１８才以上２４才未満の者一 般 曹 候 補 学 生

１次９月１６日
２次１０月７・１３日

８月１日～９月８日
 ※１１８才以上２７才未満の者曹 候 補 士

受付時にお知らせします。
 ※２

年間を通じて行っており
ます。１８才以上２７才未満の者男　子

２等陸・海・空士 ９月２４・２５日
３・４月採用
８月１日～９月８日
 ※１

１８才以上２７才未満の者女　子

受付時にお知らせします。
８月採用
最寄りの地方連絡部にお
問い合わせ下さい。

１．※１：平成１９年３月中学校・高等学校卒業予定者，中等教育学校前期課程修了予定者及び中等教育学校卒業予定者の
受付については，上表にかかわらず，文部科学・厚生労働両省から示された期日以降実施します。

２．※２：平成１９年３月高等学校卒業予定者及び中等教育学校卒業予定者のための採用試験は，原則として平成１８年９月
１６日以降に行います。

��������　��������	
��
�����������������������	
　　　　　　　　　　５３－１１１１（内２５６）　５３－９１０３（直通）　　　　　　　　　　　　６７－２２１１

一般募金実績額　　��������

����
���� ���������	
��

各世帯や個人・事業所からの募金５１２，４６０１．戸別募金内訳
公共施設の会計窓口や各お店のに置いた募金箱より２３，１６２２．街頭募金
事業所からの大口の募金１９０，０００３．法人募金
学校での児童生徒会の募金活動で募った募金２２，６９６４．学校募金
期間以外の募金５，５４１５．そ の 他

７５３，８５９合　　計

各世帯や個人からの募金　　　　　　　　　　　　４６７，２５７１．戸別募金内訳

歳末たすけあい募金実績額　　��������

　各市町村より昨年集められた募
金は県共同募金会へ送金され，１８
年度の事業配分金として各市町村
社協にも配分されます。宇検村社
協への配分金は福祉ネットワーク
事業，地域福祉活動広報事業，合
同金婚式記念写真贈呈事業，公共
施設備品整備費等に配分予定を計
画しています。

共同募金宇検村支会　
宇検村社会福祉協議会
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写
真
は
そ
の
時
代
の
風
景
を
正
確
に
写
し
�
そ
の
画
像

は
人
々
の
忘
れ
か
け
た
ウ
ム
イ
を
鮮
明
に
よ
み
が
え
ら
せ

る
�

　皆さんのアルバムの中にある懐かしい写真をご提供下さい。このコーナで紹介
します。（尚、提供いただいた元の写真はお返しします。）
　宇検村教育委員会事務局　　文化振興係　　�６７－２２６１
　宇検村役場元気の出る課　　広　報　係　　�６７－２２１１までお願いいたします。

　田検集落の桟橋（現在の田検小学校体育館前の海岸にあった）での見送り風景。船が
まだ交通の主流をなしていた頃，村内の各集落で見られた光景だ。当時，宇検村から名
瀬市までは定期船が一日一便運航していた。この頃まで，人々にとって旅立ちは別れで
あった。大勢の集落民が桟橋に出て見送る中，船はゆっくりと岸を離れていく。人々は，
船が徐々に小さくなり遠くの岬の陰に見えなくなるまで，手を振り続けていた。写真の
中の人々の姿や，紙テープを持つ子供達の表情が懐かしい。「会うは別れの始まり」と
言われるように，いつの時代も人々の間には楽しい出会いがあり，そしてつらい別れが
あった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真提供者：渡　明仁氏（田検）�

　

４
月　

日
（
土
）、
宇
検
村
の

１５

海
や
景
色
を
き
れ
い
に
観
賞
し
て

い
た
だ
こ
う
と
、
役
場
職
員
で
屋

鈍
海
水
浴
場
と
タ
エ
ン
浜
海
水
浴

場
周
辺
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
を

行
い
ま
し
た
。
海
岸
に
打
ち
寄
せ

ら
れ
た
ゴ
ミ
の
回
収
や
施
設
周
辺

の
草
の
薙
ぎ
払
い
を
行
い
と
て
も

い
い
汗
を
か
く
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
今
後
も
海
開
き
を
迎
え
る
ま

で
定
期
的
に
作
業
す
る
予
定
で
す
。
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本
の
素
晴
ら
し
さ
を
今
の
子
供
達
に
知
っ
て
欲

し
い
と
言
う
こ
と
で
教
育
委
員
会
が
毎
年
開
催
し

て
い
ま
す
、【
読
み
聞
か
せ
会
】
が
田
検
保
育
所

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

嘉
原
カ
ヲ
リ
先
生
の
お
話
に
子
供
達
は
目
を
輝

か
せ
な
が
ら
聞
い
て
い
ま
し
た
。
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平
成　

年
３
月
３
日
、
宇
検
村
消
防
団
は
東
京
の
日
本
消

１８

防
会
館
ニ
ッ
シ
ョ
ウ
ホ
ー
ル
に
て
消
防
庁
長
官
表
彰
を
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
「
災
害
の
防
除
と
消
防
力
の
強
化
に
努
め
、

そ
の
成
績
が
特
に
優
秀
で
あ
り
他
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る
」

団
体
に
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

表
彰
を
受
け
た
保
池
久
団
長
と
安
田
晃
典
副
団
長
は
、
４
月

　

日
宇
検
分
駐
所
本
田
所
長
ら
と
共
に
村
長
室
を
訪
ね
元
山

１９村
長
に
表
彰
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

��������	
��
������

【
寄
付
】

河
内　

セ
ツ　

名
瀬
市

徳
田　

伸
一　

芦
検

　
　
　
　

（
五
月
末
日
現
在
）

高
田　

四
男　

埼
玉
県　

湯
湾

松
井　

好
直　

神
奈
川
県　

芦
検

幸
田
孝
一
郎　

千
葉
県　

芦
検

溝
辺　

勇
男　

兵
庫
県　

湯
湾

徳
田　
　

操　

神
奈
川
県　

芦
検

川
畑　

末
次　

神
奈
川
県　

芦
検

藤
野　

綱
三　

大
阪
府　

芦
検

川
畑　

安
治　

神
奈
川
県　

芦
検

東　
　

久
利　

東
京
都　

名
柄

松
井　

郁
子　

千
葉
県　

芦
検

中
井　

貫
二　

東
京
都　

芦
検

柳
原　

ナ
ミ　

兵
庫
県　

湯
湾

（
五
月
一
日
現
在
）

■
誕
生
お
め
で
と
う

Ｈ　

・
３
・　

生

１８

２０

　
　
　
　　
　
　
　
父　

義
和

持
留　

照
大　

宇
検

（男）

　
　
　
　　
　
　
　
母　

玲
子

Ｈ　

・
４
・
５
生

１８

　
　
　
　　
　
　
　
父　

恵
一

藤　
　

明
生　

湯
湾

（男）

　
　
　
　　
　
　
　
母　

朝
美

■
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

中
村　

隆
弘
（　

歳
）
湯　

湾

８０

土
岐
千
代
子
（　

歳
）
須　

古

１０１

宮
岡　
　

勇
（　

歳
）
名　

柄

７６

登　
　

テ
ル
（　

歳
）
湯　

湾

９４

　
　
　
　

（
五
月
末
日
現
在
）

　

次
の
方
々
か
ら
村
社
会
福
祉

協
議
会
へ
、
香
典
返
し
に
か
え

て
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す

る
と
共
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

屋
宮　

益
代　

大
阪
府

　
　
　

亡　

弟　

柳　

廣
人

中
村
タ
ツ
エ　

湯
湾

　
　
　

亡　

夫　

中
村
隆
弘

植　
　
　

茂　

湯
湾

　
　
　

亡
叔
母　

植
よ
し
子

土
岐　

至
男　

千
葉
県

　
　
　

亡　

母　

土
岐
千
代
子

宮
岡　

和
子　

名
柄

　
　
　

亡　

夫　

宮
岡　

勇

栄　
　

光
成　

奄
美
市

　
　
　

亡　

母　

本
田
フ
ジ
ナ

中
野　

瀧
子　

部
連

　
　
　

亡　

夫　

中
野　

悟

福
島　

恵
美　

湯
湾

　
　
　

亡　

父　

福
島
貞
行

安
財　

友
二　

田
検

　
　
　

亡　

兄　

安
財
ム
ラ

（（
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増
重　
 
友 
哉
   

　

Ｈ　

・
６
・　

生　

須
古

と
も 
や

くん

１６

１３

（
父
）
光
一
・（
母
）
め
ぐ
み

時
田　
 
祥 
歩
   

　

Ｈ　

・　

・　

生　

湯
湾

さ
ち 
ほ

ちゃん

１６

１２

１９

（
父
）
光
・（
母
）
三
紀　

田
代　
 
彩 
乃
   

　

Ｈ　

・
２
・
７
生　

田
検

あ
や 
の

ちゃん

１７

（
父
）
正
広
・（
母
）
徳
子
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優
勝

　

崎
原
チ
ー
ム
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【
男
子
の
部
】

　

歳
以
下

５９
　
　

栄　
　

芳
雄
さ
ん　

　

歳
〜　

歳

６０

６９

　
　

田
春　

好
秀
さ
ん

　

歳
以
上

７０
　
　

溝
辺　

哲
雄
さ
ん

【
女
子
の
部
】

　

歳
以
下

５９
　
　

石
原
千
鶴
子
さ
ん

　

歳
〜　

歳

６０

６９

　
　

栄　

小
夜
子
さ
ん

　

歳
以
上

７０
　
　

玉
利
ノ
ブ
子
さ
ん
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優
勝

　

湯
湾
壮
年
チ
ー
ム

�
�
�
�
�
�
�
�
�

優
勝

　

れ
ん
と
チ
ー
ム
（
湯
湾
）

立
花
実
雄
、
泉
侃
雄
、

高
田
タ
ツ
エ
、
貞
野
ミ
ツ
ヨ
、

里
村
ヒ
デ
、
盛
フ
ク
子


